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研究成果の概要（和文）：「おのずから」概念については、これまでも、日本における哲学的思惟の基層をなすものと
してその重要性が注目されてきた。しかしそこでは、「おのずから」が日本思想に限定された特殊な概念と捉えられ、
広く諸思想との対比からその内容が明確に規定されることがなかった。本研究では、「原因」「因果」という観点から
「おのずから」概念に注目し、東西諸思想における「原因」「因果」概念との比較を通じて、その特質の明確化を行っ
た。

研究成果の概要（英文）：The concept of Onozukara has been emphasized in its forming the foundation of Japa
nese philosophical thoughts. Yet,since it has been regarded as a concept peculiar to Japanese thoughts,its
 content has not been specified through a comparison with various thoughts in the world.In this study,we c
haracterized the concept of Onozukara in terms of causality,and clarified its essence by comparing it with
 the concepts of causality in Eastem and Westem thoughts.
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の研究代表者は、「「自然」と翻訳さ
れる諸概念間の差異に関する哲学的研究」
（科学研究費補助金・基盤研究(C)、平成 19
年度－平成 21 年度）の研究分担者として、
日本における「自然」概念の検討を行ってき
た。この研究は、西洋古代にまで遡って、現
在「自然」と翻訳されている諸概念を見直し、
現代に至るまでの「自然」の意味の変遷をた
どるとともに、それをインド、中国、日本の
思想における「自然」理解と照らし合わせな
がら、比較思想的に「自然」観の再検討を行
うことを目的とするものであった（研究成果
の一部は、片倉望編『自然の探究』（三重大
学出版会、2009年 3月）として公刊された）。
そしてこの研究を進める過程で浮上したの
が、西洋や東洋の思想において、「自然」と
名づけられる事象はそもそも何を「原因」と
して成立しているのか、そして日本の伝統的
「自然（ジネン）」＝「おのずから」概念は、
「原因」という観点から、東西諸思想とどの
ように交差しまた乖離するかという問題で
あった。たとえば一般に「おのずから」と極
めて近接した概念とされる老荘の「自然」は、
上記研究によりその原義においては大きな
思想的な意味を持つものではなく（語の頻度
も極めて少ない）、究極「原因」としての「道」
という形而上的実体の様態を表すに過ぎな
いことが明らかとなった。これを、形而上的
実体を想定しない「おのずから」と比較する
とき、両者の「原因」に関する相違が注目さ
れてくる。あるいは近代の進化論受容に関し
て言えば、その「自然淘汰」は「おのずから
の淘汰」として理解されたとされる。外的自
然条件という明確な「原因」を想定する「進
化論」は、「おのずから」なる進化として理
解されたのであり、そこに「原因」性に対す
る理解の相違が問題となるといえよう。この
ような問題意識に、東西諸思想の「原因」「因
果」概念との比較に基づき「おのずから」概
念の内実を明らかにしようとする、本研究の
出発点がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、日本の哲学的思惟の基層をな
す「おのずから」概念の特質を、東西諸思想
における「原因」「因果」概念との対比を通
して明らかにしようとするものである。「お
のずから」概念の重要性については、すでに
先行研究において注目されてきたが（相良亨
「「おのずから」形而上学」(1995);竹内整一
『「おのずから」と「みずから」－日本思想
の基層－』(2004)など）、それらは、「おのず
から」を日本思想に限定された特殊概念とし
て捉え、広く諸思想との対比からその姿を明
確にしたものとなっていない。これに対し本
研究は、「原因」「因果」という観点から「お
のずから」概念に注目し、東西諸思想におけ
る「原因」「因果」概念の検討を通じ、それ
との対比から、「おのずから」概念を一般的

な哲学的概念として位置づけ、その特質の明
確化を図ろうとするものである。 
 
３．研究の方法 
(1)月に１回をめどに、三重大学に所属する
研究者を中心に定例研究会を開催するとと
もに、研究組織に所属する研究者全員による
全体研究会を開催し、研究代表者および研究
分担者それぞれの専門領域の立場から「原
因」「因果」理解について個別の研究報告を
行い、その知見を参加者全員で共有する。そ
こでは、西洋古代・中世哲学、西洋近・現代
哲学、およびインド、中国、日本思想に関し
て、その「原因」「因果」把握の思想的特徴
が包括的に報告され、それらとの異同の検討
を通して、「おのずから」概念の特質を明ら
かにしてゆく。それにあたり、以下の(2)(3)
の点について、特に注目する。 
 
(2)生成論における「おのずから」概念の特
質把握：万物の生成について、近世の儒者伊
藤仁斎はそれを「おのずから」なる「生々」
とし、山鹿素行は「已むことを得ざるの自然」
と捉えた。こうした近世儒学における「おの
ずから」なる生成の内実を、「原因」の観点
から検討する。具体的には、ギリシア哲学、
中世神学、西欧近代哲学、及び中国道家思想
における「原因」概念との比較を通じて、「お
のずから」概念の特質を明らかにする。 
 
(3)時間論（歴史意識）における「おのずか
ら」概念の特質把握：中世の代表的歴史書で
ある慈円『愚管抄』は、仏教の四劫観等に依
拠しつつ、歴史に「因果」の道理の貫徹を見
いだしたが、それはまた歴史の「おのずから」
なる推移を意味するものであった。こうした
「おのずから」なる歴史把握を「因果」の観
点から検討する。具体的には、部派仏教及び
中観派の哲学、西欧近代哲学、西欧科学、西
欧近代史の歴史観、及び絵画芸術における時
間表現に見られる「因果」概念（観念）の比
較を通じて、「おのずから」概念の特質を明
らかにする。 
 
４．研究成果 
(1)西洋思想の文脈において「原因」や「結
果の概念は、主として事物の存在や、その運
動・変化に関して問われてきた。古代・中世
においては、事物の存在、運動・変化の「原
因」を、事物そのものが有する本質・本性に
基づくものとするアリストテレス・スコラ的
理解、及びそれを第一原因としての神に求め
るキリスト教的理解がその代表的なもので
ある。そこでは、事物・事象音究極的な「原
因」が、何らかの形而上的実体に求められて
いたといえよう。一方近代において、デカル
トは（最高原因としての神を認めつつも）因
果関係を物体間に働く機械的作用として捉
えるが、ヒュームに至ると、因果性は事象の
生起の規則性（恒常的連接）に還元され、因



果推論を行う人間の認識の問題へと転換さ
れることとなる。さらにカントは、因果性を
人間に備わるアプリオリな思惟形式（純粋悟
性概念）と捉えるに至った。 
これに対して「おのずから」的思惟を代表
すると考えられる日本近世の儒者伊藤仁斎
は、事物の存在やその変化・運動について次
のように述べる。 
 
「今もし板六片をもって相合せて匣と作し，
密かに蓋をもってその上に加えるときは，則
ち自ずから気有ってその内に盈つ。気有って
その内に盈つるときは，則ち自ずから白醭を
生ず。すでに白醭を生ずるときは，則ち又自
ずから蛀蟫を生ず。これ自然の理なり。…是
の気や，従って生ずる所無く，亦従って来る
所無し。」 
 
ここには、天地を構成する「一元気」の生々
の運動が「原因」となって事物・事象が生み
出される様が描かれ、それが「自ずから」あ
るいは「自然の理」として把握されている。
だが仁斎はまた、その「気」について、「従
って生ずる所無く，亦従って来る所無し」と
も述べる。こうした仁斎の発言には，中国宋
代の朱子学に対する批判がこめられている。
朱子学も万物は「気」によって構成されると
するが，そこでは気の背後にさらに，気の運
動をかくあらしめている原因として形而上
的な「理」の存在が主張される。仁斎はそう
した朱子学の「理」を否定するのである。さ
らに仁斎は「万物は五行に本づく。五行は陰
陽に本づく。再び推して陰陽の然る所以に至
るときは，則ちこれを理に帰せざること能わ
ず。既に理に帰するときは，則ち自ずから虚
無に陥らざること能わず。…聖人能く天地の
一大活物にして，理の字をもってこれを尽く
すからざることを識る。」とし、原因・根拠
を形而上レベルに遡源的に探究することの
無効を説く。これらの事を総合すると、ここ
での「おのずから」概念の特質を次のように
まとめることができる。 
①事物の存在や、その変化・運動の「原因」
は、形而上的な実体にではなく、「天」の生
成（「流行」）という、現実的・形而下的運動
に求められる。 
②形而上レベルで「原因」を遡源的に探究す
ること自体に認識の陥穽があり、「天」の「お
のずから」なる生成の運動は、それ以上「原
因」を想定できない、その意味で「因果」を
越えたものと捉えられる。 
 
(2)東洋思想の文脈において「原因」や「因
果」の概念は、主として、人の行為とそれが
もたらす善悪や吉凶禍福の応報との関係、即
ち「因果応報」という倫理的レベルで問われ
てきた。「縁起」をその基底的な教理とする
仏教においては、人の善悪の行為がそれぞれ
楽果・苦果となって現れること（善因楽果、
悪因苦果）がこの世を貫徹する理法と捉えら

れる。また中国の儒家思想においては、自己
の行為の善悪が人に吉凶禍福をもたらすこ
とが、孔子および孟子においては「天」を貫
く法則として、さらに荀子に至っては「同類
相求」の原理として理解された。 
 これに対して伊藤仁斎は、「天命」につい
て次のように述べる。 
 
「蓋し天とは，専ら自然に出でて，人力の能
く為す所に非ず。命とは，人力に出づるに似
て，而も人力の能く及ぶ所に非ず。」 
 
上記(1)に見たように、仁斎にあってこの世
の事物・事象は「天」の生成の運動（「流行」）
によってもたらされるものと考えられた。さ
らに仁斎はそうした「天」の生成運動を「善」
なるものと捉え、その運動に対する「順」「逆」
をもって善・悪を規定してもいる。だがそう
した「天」の生成運動は、「専ら自然に出で
て、人力の能く為す所に非ず」と述べられ、
人倫世界の「国の存亡、道の興廃」は人力の
及ばない「おのずから」なるものとされる（仁
斎においてそれはまた、「時」「勢」とも言わ
れる）。具体的な人の行為は、「国の存亡、道
の興廃」と直接関わりのないものとして、両
者の関係は絶たれるのである。このことはま
た、人に降りかかる吉凶禍福として理解され
る「命」にも及び、一見人の行為によっても
たらされると思われる吉凶禍福もまた、「人
力の能く及ぶ所に非ず」とされる。仁斎にお
いて「命」は、「天」の「おのずから」なる
運動がもたらす吉凶禍福であり、人はそれを
「天」の善の現れと捉え、「疑わず」そこに
「安ん」じることが求められることとなる。
これらを総合すると、ここでの「おのずから」
概念の特質を次のようにまとめることがで
きる。 
①「天」の「おのずから」なる生成の運動は、
人の具体的な行為と関わりを持たず、それ自
身として運動するものと捉えられる。 
②人の善悪は、絶対的に「善」とされるそう
した「天」の「おのずから」なる生成の運動
に対する「順」「逆」のありようとして規定
され、吉凶禍福は（たとえそれがネガティブ
なものであっても）、「天」の善性の現れとし
てそこに「安んず」べきものとされる。 
 
(3)さらに「おのずから」概念は、歴史の推
移という観点から、「因果」概念と次のよう
な関わりを見せる。日本中世を代表する歴史
書『愚管抄』は、神武天皇から順徳天皇に至
る我が国の歴史を、独特の「道理」史観によ
って捉えたことで知られる。だが、そうした
『愚管抄』における「道理」は決して一義的
なものではなく、極めて多義的で複雑な様相
を帯びており、それを最も象徴するのが、「道
理」を時の推移にともなって作り替えられて
いくものとする把握である。著者慈円によれ
ば、「大方世ノタメ人ノタメヨカルベキヤウ」
としての「道理」は、時の変遷によって「ウ



ツリユク」ものとされるのである。ここで注
目されるのが、源平の争乱における宝剣喪失
事件を巡る慈円の次の主張である。 
 
「大方ハ上下ノ人ノ運命モ三世ノ時運モ、法
爾自然ニウツリユク事ナレバ、イミジクカヤ
ウニ思ヒアハスルモ、イハレズトヲモフ人モ
アルベケレドモ、三世ニ因果ノ道理ト云物ヲ
ヒシトヲキツレバ、ソノ道理ト法爾ノ時運ト
ノモトヨリヒシトツクリ合セラレテ、ナガレ
クダリモヱノボル事ニテ侍ナリ。」 
 
 慈円は宝剣喪失について、その背後に、武
士の台頭した世のありようにふさわしく作
り替えられた「道理」（摂家将軍体制）の存
在を認めていた。これに対して、およそ人の
運命や過去・現在・未来という三世の時の巡
り合わせは、「法爾自然」に移りゆくもので
あり、そこに「道理」を見いだすことはでき
ない、と考える人がいる。人力の及ばない「法
爾自然」なる時の推移（例えば四劫観など）
においては、あらゆる事象について、「かく
あるべき」という性格を帯びた「道理」の存
在をそこに想定することはできず、事態は時
の推移とともに、いわばあるがままに生起す
るだけだ。反論者の主張はこうした論理に基
づくものであろう。だがこれに対して慈円は、
「三世ノ時運」が「法爾自然」に推移するも
のであることを認めつつも、なお、そこに「因
果ノ道理」を押し当ててみれば、両者が「モ
トヨリヒシトツクリ合セラレテ」いることが
分かる、という。ここには、為政のあるべき
ありようとしての「因果の道理」が、いわば
「おのずから」なる時の推移に寄り添う形で
作り替えられてきたという理解を見ること
ができる。しかし一方慈円は、もし「無道に
事を行な」うならば、「百王をだに待ちつけ
ずして」世は末になるであろうとも述べ、人
の為政のありようが「法爾自然」の時の推移
を変更させうることを示唆してもいる。上述
(2)で指摘した点を含め、人の行為と「おの
ずから」の関係には、なお探究すべき問題が
多く残されていると言わねばならない。 
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